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� ●一九五三年のヨコハマを巡る

一
九
五
三
年
の
ヨ
コ
ハ
マ

を
巡
る

　
─
又
木
誠
八
郎
資
料
の
写
真
か
ら
─

又
木
誠
八
郎
は
、
本
誌
二
二
号
に
お
い
て

松
本
洋
幸
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

第
二
次
大
戦
中
に
旧
制
中
学
の
教
員
と
な
り
、

戦
後
、
新
制
高
校
の
教
員
を
長
く
勤
め
、
ま

た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
向
上
に
尽
力
し

神
奈
川
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
理
事
長
な
ど

を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

こ
の
又
木
誠
八
郎
の
資
料
に
、
一
九
五
三

（
昭
和
二
八
）
年
春
に
横
浜
を
巡
っ
て
撮
影

し
た
写
真
二
九
枚
を
貼
付
し
（
一
枚
が
欠
）、

詳
細
な
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
付
し
た
ア
ル
バ
ム

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
、
病
気
療
養
中
の

又
木
を
慰
撫
す
る
た
め
に
教
え
子
「
Ｓ
」
と

「
Ｏ
」
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
末
尾

に
「
卯
月
十
五
日
」
と
あ
る
よ
う
に
四
月
に

作
成
さ
れ
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
内
容
か
ら
五

三
年
三
月
の
半
ば
か
ら
後
半
に
市
内
を
巡
っ

た
写
真
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

※
「　

」
内
は
ア
ル
バ
ム
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
、

適
宜
、
省
略
す
る
。
丸
数
字
は
写
真
番
号
、

写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
［］
の
番
号
は
、
ア
ル

バ
ム
の
写
真
番
号
で
あ
る
。

①
「
ハ
マ
の
都
心
尾
上
町
交
叉
点
の
一
角
に

見
る
か
ら
に
感
じ
の
良
い
七
階
建
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
大
和
銀
行
ビ
ル
で
す
。
高
層
建

築
物
の
少
い
横
浜
の
こ
と
と
て
こ
の
白
い
姿

は
か
な
り
遠
く
か
ら
眺
め
ら
れ
ま
す
。
馬
車

道
の
朝
日
新
聞
ビ
ル
か
ら
移
っ
た
Ｎ
．
Ｈ
．

Ｋ
横
浜
放
送
局
（〔
略
〕）
も
こ
の
五
階
に
間

借
り
し
て
い
る
そ
う
だ
」。

こ
の
ビ
ル
は
、
前
年
の
一
九
五
二
（
昭
和

二
七
）
年
七
月
に
尾
上
町
四
─
四
七
に
開
業

し
て
い
る
。
手
前
に
市
電
が
写
っ
て
お
り
、

縦
横
に
市
電
が
走
る
交
差
点
な
の
で
、
上
の

電
線
も
縦
横
に
走
っ
て
い
る
。

②
「
皇
太
子
殿
下
の
英
国
御
出
発
を
一
週
間

後
に
控
え
た
ミ
ナ
ト
横
浜
の
大
桟
橋
。
今
日

も
そ
の
準
備
で
人
が
右
往
左
往
し
て
い
る
。

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ウ
イ
ル
ソ
ン
な
ら
ぬ
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
・
ポ
ー
ク
号
が
入
港
し
て
い
る
が
、

当
日
の
盛
況
は
別
と
し
て
横
浜
の
息
の
根
は

こ
の
ミ
ナ
ト
な
の
だ
か
ら
、
シ
ー
ズ
ン
も
近

附
き
外
人
観
光
客
も
続
々
と
や
っ
て
来
る
だ

ろ
う
に
、
受
け
入
れ
施
設
の
不
充
実
か
ら
肝

心
の
お
客
様
は
す
ど
お
り
し
て
鎌
倉
や
東
京

へ
行
っ
て
し
ま
い
単
な
る
陸
揚
げ
場
だ
け
の

横
浜
と
な
り
勝
ち
な
の
は
平
和
日
本
の
玄
関

口
に
於
け
る
唯
一
の
悩
み
だ
ろ
う
」。

皇
太
子
の
渡
英
は
、
三
月
三
〇
日
、
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
号
で
大
桟
橋
を
出

航
し
て
い
る
。
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・
ポ
ー
ク
号

も
同
じ
Ａ
Ｐ
Ｌ
の
船
舶
で
、
同
月
二
三
日
前

後
に
入
港
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

③
「
ま
だ
我
々
が
翠
嵐
に
居
た
頃
、
日
米
対

抗
を
め
ざ
し
て
連
日
連
夜
の
突
貫
工
事
で
完

成
し
た
三
ツ
沢
の
陸
上
競
技
場
。〔
略
〕
日
本

に
一
、
二
を
数
え
ら
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
特
殊

設
備
、
そ
の
エ
ン
ジ
色
と
日
一
日
緑
を
増
そ

う
と
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
、〔
略
〕
そ
の
利
用
も

他
の
グ
ラ
ン
ド
に
比
し
て
少
い
く
ら
い
」。

日
米
対
抗
陸
上
は
、
一
九
五
一
（
昭
和
二

六
）
年
七
月
か
ら
全
国
一
一
箇
所
で
開
催
さ

れ
、
最
後
と
な
っ
た
横
浜
大
会
は
八
月
二
二

日
に
陸
上
競
技
場
開
き
と
共
に
開
催
さ
れ
た
。

新
聞
で
は
「
八
カ
月
を
要
す
る
と
こ
ろ
を
僅

か
百
日
間
で
仕
上
げ
た
」、「
米
軍
の
好
意
に

よ
る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
大
活
躍
し
た
」
と
報

じ
て
い
る
（
神
奈
川
新
聞
五
一
・
八
・
二
一
）。

エ
ン
ジ
色
の
ト
ラ
ッ
ク
と
緑
色
の
フ
ィ
ー
ル

ド
の
対
比
は
、
残
念
な
が
ら
モ
ノ
ク
ロ
写
真

か
ら
は
窺
え
な
い
。
当
時
、
Ｓ
と
Ｏ
は
、
県

立
翠
嵐
高
校
の
生
徒
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

④
「
三
ツ
沢
の
戦
没
者
慰
霊
塔
。
護
国
神
社

跡
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
丁
度
こ
の
日
の

空
の
様
に
、
暗
雲
た
れ
こ
め
た
ア
ジ
ヤ
の
各

地
に
露
と
消
え
た
戦
争
犠
牲
者
の
為
に
作
ら

れ
た
も
の
。
バ
レ
ー
・
コ
ー
ト
か
ら
一
段
高

く
暫
く
砂
利
が
敷
き
つ
め
ら
れ
、
昭
和
二
十

年
の
文
字
も
何
か
を
物
語
っ
て
い
る
様
だ
」。

写真1　大和銀行横浜支店（中区尾上町）［3］写真2　プレジデント・ポーク号（中区大桟橋）［4］

写真3　三ツ沢競技場（神奈川区）［７］

写真4　戦没者慰霊塔（神奈川区）［8］
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こ
の
慰
霊
塔
は
、
一
九
四
五（
昭
和
二
〇
）

年
五
月
二
九
日
の
横
浜
大
空
襲
に
よ
っ
て
完

成
間
近
に
焼
失
し
た
護
国
神
社
跡
地
に
、
五

二
（
昭
和
二
七
）
年
一
〇
月
に
着
工
、
五
三

年
三
月
に
完
成
し
、
同
年
三
月
二
一
日
に
竣

工
式
並
び
に
戦
没
者
追
悼
式
を
行
っ
て
い
る
。

後
述
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト
は
、
慰
霊

塔
の
近
く
に
作
ら
れ
て
い
た
。

⑤
「
横
浜
と
云
え
ば
伊〔
伊
勢
佐
木
町
〕

勢
崎
町
と
す
ぐ
出
た

ほ
ど
の
中
心
街
ザ
キ
の
オ
カ
ブ
を
す
っ
か
り

奪
っ
て
し
ま
っ
た
野
毛
商
店
街
の
夜
の
姿
。

野
毛
坂
を
伊〔
伊
勢
佐
木
町
〕

勢
崎
町
の
方
へ
だ
ら
だ
ら
と
下

ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
。
今
で
は
露
天
商
も
消

え
、
雨
が
降
っ
て
も
傘
要
ら
ず
で
歩
け
る
歩

道
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
屋
根
の
下
に
明
か
る
く

ネ
オ
ン
・
ラ
イ
ト
が
燈
っ
て
い
る
」。

奥
に
見
え
る
ネ
オ
ン
ア
ー
チ
は
、五
一（
昭

和
二
六
）
年
五
月
に
完
成
し
た
二
丁
目
野
毛

中
央
会
の
も
の
。
こ
の
後
、
一
、
三
丁
目
も

ネ
オ
ン
ア
ー
チ
設
置
を
予
定
し
て
い
た
（
神

奈
川
新
聞
五
一
・
五
・
一
四
）。
ま
た
、
手

前
に
は
パ
チ
ン
コ
店
の
幟
が
見
え
る
。
市
内

で
は
五
一
年
の
ブ
ー
ム
で
急
増
し
、
こ
の
頃

も
人
気
を
保
っ
て
い
た
（『
市
政
概
要
』
一

九
五
一
年
等
）。

⑥
「
交
通
地
獄
緩
和
策
と
し
て
桜
木
町
、
高

島
町
間
に
側
の
桜
川
を
埋
め
て
道
路
を
新
設
、

高
島
町
・
横
浜
方
面
行
き
と
し
、
旧
道
路
に

市
電
を
片
寄
せ
て
桜
木
町
方
面
行
道
路
と
す

る
、〔
略
〕
堀
を
埋
め
た
の
で
不
要
と
な
っ
た

緑
橋
撤
去
工
事
現
場
。
ト
ラ
ク
タ
ー
左
側
の

市
電
線
路
に
直
交
し
て
新
道
路
が
出
来
る
わ

け
で
す
」。

右
奥
に
見
え
る
の

が
、
東
急
東
横
線
の

桜
木
町
駅
、
建
物
は

日
本
勧
業
銀
行
横
浜

支
店
（
旧
神
奈
川
県

農
工
銀
行
）。
勧
銀

の
手
前
に
か
つ
て
桜

川
が
流
れ
て
お
り
、

緑
橋
が
架
か
っ
て
い

た
。桜
川
は
四
七（
昭

和
二
二
）
年
頃
か
ら

埋
め
立
て
が
始
ま
り
、
埋
め
立
て
が
進
む
に

つ
れ
て
川
沿
い
の
露
店
が
問
題
と
な
っ
た
。

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
に
な
っ
て
、
露

店
側
で
は
、
既
に
埋
め
立
て
が
終
わ
っ
て
い

た
中
区
役
所
横
へ
の
移
転
を
希
望
し
市
が
認

め
た
の
で
、
次
の
写
真
に
あ
る
二
階
建
て
延

六
七
〇
坪
の
桜
木
町
デ
パ
ー
ト
を
建
築
し
川

沿
い
の
露
店
を
収
容
し
た
。

⑦
「
国
際
港
都
、
船
の
玄
関
等
と
云
わ
れ
る

横
浜
も
裏
を
の
ぞ
け
ば
、
ま
た
風
太
郎
の
巣

で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
巣
中
の
巣
が
、
此

処
の
イ
ワ
ユ
ル
「
く
す
ぶ
り
横
丁
」（
一
名
く

じ
ら
横
丁
）
で
あ
る
。
し
か
し
最
近
や
っ
と

取
り
払
い
が
実
現
さ
れ
写
真
の
如
く
ス
マ
ー

ト
な
デ
パ
ー
ト
と
相
成
っ
た
」。

桜
川
沿
い
な
ど
の
露
店
一
三
〇
軒
余
を
収

容
し
て
、
五
三
年
二
月
に
開
業
し
た
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
中
区
役
所
は
、
こ
の
写
真
で
は

右
奥
隣
と
な
る
。

⑧
「
く
す
ぶ
り
横
丁
と
云
う
と
直
ぐ
連
想
さ

れ
る
の
が
こ
の
船
の
家
〝
水
上
ホ
テ
ル
〟
で

あ
る
。〔
略
〕
し
か
し
い
つ
か
の
沈
没
事
件

以
来
は
た
目
で
も
い
つ
沈
む
か
と
気
に
か
ゝ

る
」。柳

橋
か
ら
見
た
大
江
橋
方
面
か
。
船
を
簡

易
宿
泊
所
に
し
た
「
水
上
ホ
テ
ル
」
の
事
故

は
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
一
月
、
末

吉
橋
（
中
区
）
に
係
留
し
て
い
た
海
神
丸
で

起
き
て
い
る
。
同
船
は
一
三
〇
ト
ン
、
定
員

四
〇
人
（「
ホ
テ
ル
」
経
営
者
の
話
で
は
一

八
〇
人
）
の
と
こ
ろ
四
二
三
人
が
宿
泊
し
て

お
り
、
船
底
が
川
底
と
接
触
破
損
し
て
浸
水
、

満
潮
と
共
に
転
覆
し
た
。
死
者
七
人
、
重
軽

傷
者
七
〇
人
の
大
事
故
と
な
っ
た
（
神
奈
川

新
聞
五
一
・
一
・
二
三
）。

写真6　緑橋撤去工事（中区）［10］

写真5　夜の野毛商店街（中区）［9］

写真7　桜木町デパート（中区）［11］

写真8　〝水上ホテル〟（中区）［12］
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⑨
「
戦
前
の
横
浜
の
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
と
南

京
街
は
、
一
寸
異
国
情
緒
が
あ
っ
た
そ
う
な
。

し
か
し
昨
今
で
は
こ
ゝ
に
も
パ
チ
ン
コ
屋
が

現
わ
れ
る
に
至
っ
て
高
度
な
文
明
の
交
流

（
？
）
の
姿
を
見
せ
る
」。

現
在
の
善
隣
門
辺
り
。
パ
チ
ン
コ
は
野
毛

商
店
街
で
も
触
れ
た
よ
う
に
五
一
年
に
急
増

し
、
五
三
年
で
も
店
舗
数
は
維
持
さ
れ
て
い

た
。
写
真
の
右
端
に
華
勝
楼
の
看
板
が
あ
り
、

そ
の
手
前
に
萬
珍
楼
が
見
え
る
。
そ
の
手
前

に
は
、
後
に
信
用
組
合
横
浜
華
銀
と
な
る
信

用
組
合
国
際
興
業
合
作
社
の
看
板
が
有
る
。

同
信
用
組
合
は
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
一
二

月
に
開
業
し
、
五
四
年
五
月
に
は
改
称
し
て

い
る
の
で
、
一
年
余
り
の
間
に
し
か
撮
影
で

き
な
い
写
真
で
あ
っ
た
。

⑩
「
い
つ
の
ま
に
出
来
た
か
知
ら
な
か
っ
た

が
市
電
間
門

で
降
り
、
や

ゝ
行
く
と
、

目
の
前
に
立

派
な
飛
行
場

が
見
え
る
。

ア
メ
リ
カ
さ

ん
の
や
る
こ
と
だ
か
ら
簡
単
に
仕
上
げ
た
こ

と
だ
ろ
う
」。

⑪
「
ポ
リ
ス
が
二
米
位
置
い
て
ず
ら
り
。
こ

ん
な
ピ
ケ
ッ
ト
・
ラ
イ
ン
と
思
い
た
く
も
こ

う
多
勢
集
っ
て
は
ね
。
そ
れ
は
横
浜
交
通
労

組
を
始
め
と
す
る
神
奈
川
県
下
の
交
通
関
係

の
労
働
者
総
決
起
大
会
と
か
。
所
は
掃
部
山

公
園
広
場
だ
。〔
略
〕
沢
山
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

赤
旗
を
掲
げ
た
会
場
に
折
り
か
ら
続
々
と
集

ま
る
労
働
者
連
。
そ
れ
を
取
巻
く
武
装
警
官

の
群
」。

三
月
一
四
日
に
行
わ
れ
た
「
賃
金
値
上
げ
、

悪
法
粉
砕
県
労
働
者
大
会
」
だ
と
思
わ
れ
る

（
神
奈
川
新
聞
五
三
・
三
・
一
五
）。
報
道
で

は
、
労
闘
地
評
傘
下
一
八
単
産
、
三
〇
〇
〇

人
が
参
加
し
た
と
い
う
。
大
会
は
木
立
の
向

こ
う
側
で
全
自
動
車
産
業
労
働
組
合
の
旗
や

「
吉
田
内
閣
打
倒
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

一
部
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

⑫
「
思
い
出
の
地
こ
ゝ
沢
陵
の
一
角
を
訪
れ

て
見
た
。
あ
の
日
、
第
四
回
国
体
に
初
出
場

し
た
我
が
バ
レ
ー
部
。
岡
部
さ
ん
の
選
手
宣

誓
に
始
ま
る
新
装
な
っ
た
三
ツ
沢
コ
ー
ト
の

熱
戦
四
日
間
。
応
援
団
の
一
員
と
し
て
加
わ

っ
た
我
々
に
も
一
つ
の
思
い
出
と
な
っ
て
い

る
。
健
斗
し
た
メ
ン
バ
ー
の
雄
姿
。
そ
れ
で

こ
そ
現
大
学
の
中
軸
選
手
を
生
み
、
バ
レ
ー

二
高
の
名
を
轟
か
し
得
た
の
で
あ
る
」。

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
第
四
回
国

民
体
育
大
会
は
東
京
を
主
会
場
と
し
て
行
わ

れ
た
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
三
ツ
沢
が
会
場

と
な
っ
た
。
コ
ー
ト
一
〇
面
が
三
箇
所
に
作

ら
れ
、
入
口
左
に
男
子
四
面
、
右
に
女
子
四

面
、
突
き
当
た
り
に
二
面
が
作
ら
れ
た
（
神

奈
川
新
聞
四
九
・
一
〇
・
二
八
）。
神
奈
川
県

立
横
浜
第
二
高
校
（
の
ち
の
翠
嵐
高
校
）
の

男
子
は
決
勝
で
静
岡
県
立
韮
山
高
校
に
破
れ

た
が
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
て
い
る
。「
今

そ
の
面
影
を
慕
っ
て
来
て
見
る
と
、
シ
ー
ズ

ン
・
オ
フ
と
は
云
え
慰
霊
塔
へ
の
通
路
と
し

て
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
中
央
が
切
り
開
か
れ
、

冬
の
間
は
子
供
の
遊
び
場
と
化
す
、
コ
ー
ト

が
こ
れ
な
の
だ
」
と
変
化
も
記
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
伊
勢
山
皇
大
神
宮
・
野
毛
不

動
・
野
毛
山
動
物
園
・
遊
園
地
な
ど
も
巡
っ

て
い
る
。

末
尾
に
「
こ
の
小
さ
な
写
真
集
が
横
浜
特

有
の
汐
と
バ
タ
ー
と
風
太
郎
の
匂
い
を
よ
く

運
び
得
る
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
が
、
我
々
の

小
さ
な
労
苦
が
先
生
の
闘
病
生
活
に
大
き
な

プ
ラ
ス
と
な
っ
て
く
れ
る
様
少
し
心
臓
が
強

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
ひ
た
す
ら
に
願
っ
て

居
る
わ
け
で
す
」
と
結
ん
で
い
る
。

【
参
考
文
献
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『
横
浜
近
代
史
総
合
年
表
』（
有
隣
堂
）
一
九
九
八

年
、『
市
政
概
要
』（
横
浜
市
）
各
年
、
横
浜
市
公

園
緑
地
行
政
資
料
調
査
会
編
『
横
浜
の
公
園
史
稿
』

（
公
園
部
管
理
課
）
二
〇
〇
三
年
。
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